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人
的
紛
の
如
何
代
よ
り
行
mm
の
債
鈍
也
定
ま
る
法
曹
の
な
り
と
論
及
L
、
給
局
入

山
崎
の
白
脱
却
は
滋
徳
の
根
祇
な
り
と
結
m
v
h

最
後
に
合
長
川
令
貞
一
氏
は
可
自

我
の
意
識
L
E題
L
、
先
ゴ
近
世
心
迎
撃
の
由
来
よ
り
競
争
起
L
、
本
論
記

入
り

5
1
2氏
卓
球
呼
る
四
個
の
見
解
ハ
物
的
、
枇
語
、
心
的

純
的
〉
を
邸
中
げ
其
中
の
続
的
白
我
は
人
格
統
一
忙
し
て
是
れ
即
ち
自
我
な
り

E
詳
細
削
花
氏
が
滋
畜
の
一
部
を
吐
露
L
K
P‘
散
命
悶
L
た
る
は
午
後
五
時
に

L
て
常
日
は
我
授
愚
生
等
多
数
の
出
府
首
切
り
て
甚
だ
盛
曾
な
り
き
、
悶
忙
詑

一

一

一

回

耕

口

県

命

日

講

演

大

合

す

、

同

命

討

に

て

は

奨

面

白

h
k

掛
撃
を
研
宛
せ
む
と
ず
る
者
の
従
立
を
計
り
卑

近
来
木
盤
女
単
科
的
比
一
切
興
L
E
就
中
純
女
肌
干
の
後
民
ほ
殊
に
願
者
な
る
を
一
忙
交
感
科
に
寝
込
者
の
み
忙
限
b
ず
一
一
般
に
入
合
を
詐
筏
ず
る
事
忙
決
定
L

以
て
阿
釘
郎
早
川
科
は
和
一
巡

hg切
る
や
日
見
る
芸
品
り

L
が
裁
に
同
捜
し
専
攻
者
十
数
一
た
り
o

ハ
位
、
ば
〉

人
腕
別
府
内
A

ず
る
所
追
っ
て
締
結
ん
で
三
回
釘

mZHな
る

g
の

を

組

織

し

た

り

一

三

間

史

的

学

命

日

大

合

而
L
て
其
第
一
者
と
L
て
之
を
兵
悔
い
的
に
現
一
は
L
た
る
迫
の
は
即
ち
去
六
月
一
同
曾
は
去
月
十
八
日
午
後
一
時

T
B護
服
詐
取
盛
大
事
第
一
一
十
五
番
講
堂
忙
於

十
}
n
b
T
後
日
時
、
・

5
然
強
大
隈
二
十
五
時
命
訴
さ
み
の
℃
開
催
、
せ
る
同
支
一
て
第
}
悶
講
演
大
曾
を
関
与
小
探
一
幹
事
の
閃
曾
の
鯨
忙
き
ざ
、
.
問
中
歌
山
税
収

波
大
曾
な
り
‘
先
づ
幹
事
場
権
夫
氏
の
閃
曾
の
鮮
民
攻
究
家
蒜
士
一
波
路
霊
感
義
監
と
史

2
2之
題
L
徳
川
時
代
に
於
け
る
歴
史
締
宛
よ
り
説
起

官
民
的
V

「
治
道
家
と
心
球
」
ハ
偉
人
之
哲
事
U
E
一
民
ふ
題
の
下
に
治
議
家
と

L
文
那
朝
鮮
に
於
け
る
隆
史
術
宛
忙
及
び
、
ぞ
れ
よ
り
'
義
塾
創
立
前
の
m
明
者

隆
人
間
を
会
総
と
[
て
取
扱
ふ
品
会
計
と
祉
曾
を
会
強
-F
干
し
て
京
扱
ふ
政
治
と
の
研
・
宛
は
史
苧
」
抑
制
撃
な
り
し
ー
し
一
説
、
ミ
義
一
謹
創
立
以
来
今
日
比
一
主
る
!
?

の
溺
聞
を
兼
ぬ
る
所
の
唱
の
な
り
と
談
会
恕
L
て
人
務
之
哲
製
と
の
関
係
を
の
底
史
街
発
的
概
略
を
述
べ
東
日
札
十
八
世
紹
以
来
勃
興
L
た
る
山
九
日
時
抗
主
義
唯

詩的削
1
J
、
お
恕
丘
町
・
向
な

b
L
む
る
之
何
時
代
一
回
紛
糾
修
養
の
手
引
と
な
理
主
義
よ
り
十
九
一
世
紀
以
来
の
問
符
議
に
移
り
、
従
来
の
柿
宛
訟
は
科
一
限

会

警

官

官

5
2雪
り
と
給
・

2、
次

長

謀

議

在

的

研

若

手

3雲
名
古
然
科
事
の
如
(
一
勤
続
以
せ
ず
る
す

一
)
諮
総
の
装
工
題

L
4づ
十
八
世
紀
末
葉
よ
り
十
九
世
紀
初
期
に
一
旦
れ
ず
と
論
じ
て
、

3
2、

3
7
y等
の
警
官
、
校
庭
霊
前
世

る
功
利
主
義
を
批
評

ι、
+
法
制
的
滋
一
徳
之
本
削
街
道
徳
と
を
区
別
L
、
善
人
大
患
-
究
開
設
併
は
庄
草
川
任
口
札
俊
w
Q
パ
き
重
大
な
る
責
任
悼
の
り
ふ
和
パ
り
弐
わ

が
鐙
徳
上
の
資
任
品
は
る

G
伸
文
絡
が
行
霊
魂
は
あ
ふ
居
住

L
℃
で
阿
部
数
授
は
、
『
ア
エ
ス
ト
ヘ

1
ベ
ル
之
宮
叙
住
之
題

L隠
史
と
同
時

一
一
一
回
態
曾
記
事

12.1， 

但
し
最
近
に
於
け
る
希
脳
の
岡
放
を
詳
か
に
せ
ん
と
せ
ば

本
書
に
併
せ
て
去
る
凶
凡
刊
行
の

μ，y
o
O口
釦
ペ
沖
合
・
守

M
H
ぬ

ぐ
…
白
川
ぐ
に
一
見
え

t
p・
向
刊
の
の
ど
三
百
ロ
向
。
。
0
1
m
o

の
一
一
編

を
設
ひ
を
可
と
す

品

間
峰
。
曾
記
事

一戸 '骨

二一

詑
ど
を
区
別
し
て
俗
詑
は
主
織
的
要
素
多
し
と
の
前
焼
主
り
‘
得
訟
の
-
鯨
を

仮
ひ
て
其
白
叙
体
に
よ
り
彼
が
六
十
俄
年
間
の
格
似
た
る
生
涯
を
話
b
れ
た

り
‘
次
で
大
森
金
五
郎
氏
は
コ
地
事
時
代
民
一
於
け
る
部
部
交
化
の
懸
絶
b
h
江・る

演
題
の
下
に
、
日
般
に
延
害
時
代
は
史
上
の
黄
金
時
代
ど

L
て
考
へ
ら

J

渇
れ

ど
賀
は
娃
れ
都
の
み
に
於
け
る
ζ

と
に
し
て
櫛
比
一
於
て
は
、
金
(
之
れ
14J
反

封
の
欣
山
間
K
ち
り
と
説
起
L
、
誌
仰
向
時
都
忙
於
け
る
墜
業
の
溌
治
、
思
者
の

勝
品
切
』
貴
族
の
山
川
勝
等
争
述
べ
4
0

札
ど
限
削
天
皇
の
延
零
年
間
誇
臣
口
礼
治
闘

の
怠
見
か
」
川
悦
山
山
せ
し
め
し
時
、
}
一
一
好
清
行
の
・
芯
見
書
に
は
、
都
の
均
一
銭
え
部

は
至
っ
て
ム
umC
せ
る
放
之
れ
を
数
減
仰
せ
ず
る
可
ち
ず
と
ら
る
が
如
(
部
主
部

と
は
其
女
佑
V
L

於
て
大
な
る
路
応
お
り
と
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
り
、
最
後
K

宇
野
苛
人
民
は
門
的
制
裁
の
根
本
品
惣
を
論
じ
て
文
wm一
際
史
研
宛
訟
に
及
ぶ
』

之
題
L
‘
係
の
意
義
主
り
識
起
L
て
、
孔
子
の
抑
伏
木
思
想
た
る
仁
の
窓
設
に

及
ぴ
、
我
闘
犬
化
の
球
新
品
銭
合
溺
府
の
創
設
等
其
一
括
面
は
係
者
に
よ
り
て

行
は
れ
た
り

E
税
金
、
山
地
に
角
・
儒
放
の
根
本
泌
総
は
支
部
限
史
街
宛
の
上
に

必
要
な
る
事
の
な
り
と

t
、
従
来
茨
那
服
史
は
手
木
、
・
目
的
、
消
彼
等
の
た

め
氏
脅
か
れ
叱
る
を
以
て
、
科
準
的
の
限
史
と

L
て
見
る
ζ

之
能
は
ず
れ
ど

品
、
さ
り
と
て
凡
て
事
問
の
櫛
宛
児
於
て
科
率
的
の
砂
に
て
は
無
味
ぬ
燥
な

り
、
接
関
の
研
究
に
於
て
殊
に
人
間
を
溺
象
と
す
る
総
紳
科
山
中
に
於
て
け
い
.

人
間
h
f
物
質
と
し
て
見
る
の
乃
花
て
は
不
充
分
な
り
と
潟
じ
‘
要
ず
る
b
k

歴

史
の
問
山
知
広
於
て
は
科
感
的
方
法
を
執
る
は
素
よ
り
な
る
品

h

従
来
支
郊
に

於
げ
る
研
宛
法
の
如
き
減
wh
鴻
鈷
紀
一
於
て
は
全
然
筏
却
す
る
と
と
な
(
、
雨
者

相
提
携
草
花
始
め

d

て
研
誕
の
効
果
を
得
パ
告
患
の
冶
り
と
結
べ
り

h

散
曾
し

た
る
は
午
後
五
時
頃
に
し
て
川
Aw-
紳
戸
の
諸
我
波
b
y初
め
撃
生
多
数
の
山
向

}
一
}
困
惑
曾
記
事

.. 

]25 

6 千舎
内. 

]
二
回

ー‘

•• 

六
月
十
八
日
一
際
感
義
的
世
大
接
一
一
一
十
二
帯
講
堂
に
於
て
理
財
事
曾
第
五
十
岡
大

曾
争
開
会
曾
ず
る
者
五
百
五
十
鈴
名
、
創
立
以
来
稀
有
の
山
崎
曾
な
り
き
。
今

m
A
K
A共
の
概
要
を
掲
げ
ん
午
後
一
時
録
制
民
教
授
は
起
ち
て
関
曾
の
回
目
を
玄
し
、

木
命
日
の
歴
史
よ
り
其
目
的
を
述
べ
、
次
で
河
津
博
士
は
‘
不
正
競
争
と
商
業
活

徳
な
る
紙
下
に
雨
者
の
関
係
を
綿
じ
、
不
正
統
守
祇
締
方
法
院
及
、
八
り
、
日
(

不
正
競
争
激
甚
な
る
米
関
よ
り
告
其
度
醤
L
Zず
我
鑓
に
と
り
て
は
最
6
注
意

を
嬰
ず
る
問
題
に

L
℃
、
取
締
そ
の
憶
を
得
ば
総
消
上
の
秩
序
縫
践
の
H

げな

h

フ
、
ず
商
業
滋
絡
に
及
ぼ
す
効
果
大
な
る
越
の
な
れ
ば
‘
深
号
研
宛
を
居
刷
3
v

る
可
抗
ら
ず
。
一
兆
来
自
由
絞
守
は
今
日
の
'
溜
消
界
を
現
出
せ
し
基
礎
一
た
る
唱

の
な
札
ど
‘
ヲ
ぞ
れ
に
は
附
時
二
商
事
る
の
結
果
経
静
界
の
階
級
品
す
閥
怒
り
貧

富
の
懸
隔
銭
め
忙
生
ず
る
に
歪
札
り
。
ウ
ん
れ
第
働
問
題
の
原
市
同
を
潟
ず
昔
の

に
し
て
、
不
正
競
争
は
安
に
そ
の
一
つ
を
形
作
る
過
の
た
明
、
そ
の
伽
wm口多

大
に
L
て
一
は
世
人
を
欺
陥
L
他
は
正
賞
な
る
競
争
者
の
利
益
唱
伊
一
等
L
衆
人

の
経
済
上
の
知
識
飢
え
せ
る
に
乗
じ
て
他
を
欺
、
全
身
は
認
済
上
敗
者
な
る
氏

拘
は

b
ず
勝
利
者
と
な
り
、
純
手
の
貨
物
金
段
吸
L
て
以
℃
損
害
を
及
ぼ
L
h

腕
刷
め
げ
な
止
曾
比
一
瞥
業
民
従
事
せ
る
者
の
地
を
森
て
、
労
者
の
伎
絞
り
仇
立
芋
し

む
る
主
主
る
等
主
ハ
手
段
接
競
を
極
む
、
且
出
札
近
一
時
各
闘
が
此
不
足
競
争
を
防

止
せ
ん
が
潟
約
阜
商
締
閣
の
一
法
規
b
へ
設
(
る
・
所
以
な
れ
ど
果
し
て
樹
氏
位
当
る
や

茶
や
は
，
疑
問
な
り
o
之
れ
不
民
競
争

t
・K
蛍
な
る
競
争
と
の
分
界
線
を
認
む

る
頗
る
阿
蘇
な
る
矯
め
に

t-
て
、
前
述
の
如
(
魁
済
界
収
於
け
る
大
原
則
た

.. 
司r

府
濁
り
℃
頗
る
盛
命
日
を
極
め
た
り
。

理
財
皐
合
大
舎
記
事 ハ

を
‘
渇
-v

〕
一
一
五



;
自

-m競
争
一
は
加
畑
、
併
上
深
{
炭
(
そ
の
根
底
を
有
ず
る
な
れ
ば
、
必
ず

L
g

り
、
青
年
記
は
青
年
時
代
の
理
総
会
以
て
進
M

ま
ざ
る
町
か
b
て

え

れ

新

経

矛
庄
統
宗
の
み
む
禁
泡
ず
る
飽
は
ず
L
て
庄
市
向
の
告
の
に
山
地
主
双
ば
ず
る
な
思
惣
の
衝
突
す
る
・
所
以

K
L
Z
暖
史
上
趣
味
も
り
る
現
象
を
口
五

y
、
而
し
て
車
内

さ
に
非
ず
o
一
之
れ
印
盤
、
問
界
の
秩
序
を
総
持
せ
ん
が
矯
め
忙
法
律
却
て
反
訴
年
の
恕
柑
m
k
は
小
計
と
大
計
と
泊
り
小
計
と
は
一
発
}
家
を
修
む
る
と
に

L

の
紡
則
加
を
及
L
、
医
常
な
る
続
挙
者
忙
疑
恨
の
念
吾
僚
か

ιめ
延
一
て
産
業
の
て
、
大
計
と
は
隠
家
を
向
上
波
閥
抗
せ
し
む
る
r
e
な
り
、
防
等
ニ
者
以
青
年
花
る

婆
粉
、
都
掛
の
不
安
を
隙
成
す
る
と
と
な

L
と
せ
、
ざ
る
な
り
故
に
之
を
根
紹
告
の
の
必
ず
布
せ
ざ
る
可
か

5
ざ
る
狸
総

u
p
E
然
る
け
札
一
何
ぞ
や
、
世
の
ム
討

す
る
忙
は
一
に
商
業
道
徳
の
カ
に
俊
hk
ポ
る
ベ

h
m
b
ず
o

最
後

K
余
訟
の
一
見
怠
・
者
協
治
々
と
し
て
就
職
知
忙
、
成
々
と

Lh.
第
ニ
の
人
生
最
一
大
の
日
的
を
じ
ゆ

る
所
奇
以
て
せ
ん
に
、
先
ゴ
不
正
競
争
を
分
っ
て
ニ
つ
と
な
ず
る
い
得
ハ
♀

g
却
せ
ん
と
ほ
と
五
日
人
青
年
花
火
警
告
を
輿
b
れ
、
之
れ
よ
り
一
史
b
に
本
論
p
h

N
乙
氏
の
如
(
〉
も
部
ち
一
は
特
定
の
競
争
者
を
寄
せ
ん
と
す
る
窓
思
に
出
で
入
り
世
界
的
強
闘
と
は
何
ぞ
や
、
英
の
或
事
者
は
定
義
L
て
つ
世
界
の
総
て

た
る
以
内
守
口
札

L
て
、
之
れ
目
的
物
の
明
か
に
定
ま
れ
る
場
合
、
ニ
は
企
ハ
の
員
一
の
部
分
忙
於
て
直
接
の
利
害
凶
係
を
有
L
、
世
界
何
れ
の
坊
…

mvk於
て

g
其

的
と
す
る
は
一
的
の
競
争
者
を
北
町
L
め
ん
と
ず
る
場
合
な
り
v

之
等
り
に
訴
す
一
意
見
を
一
一
路
識
せ
ム
ノ
れ
、
ざ
る
可
め

9
、
京
治
資
格
を
持
て
る
凶
を
一
首
ふ
」
と
き
b

る
各
闘
の
立
訟
令
巻
町
制
部
L
‘
以
て
現
行
我
閥
訟
の

Mm軌
を
命
じ
、
概
括
的
、
は
日
本
路
一
保

L
て
之
れ
に
一
知
山
倣
ま
る
や
否
て
日
本
、
が
直
接
の
利
山
台
関
係
を

の
法
律
浄
作
る
は
頗
る
離
婚
な
れ
ば
、
畿
・
ろ
秩
序
を
乱
す
遣
の
h

h
，
争
J

個
々
二
羽
ず
る
部
一
回
一
は
未
だ
甚
だ
大
な
ち
ず
L
て
、
其
の
意
見
-
を
傾
認
せ

L
む
る
の

具
礎
的
比
一
以
締
る
の
方
法
時
営
講
ず
可
{
、
模
索
の
考
慮
を
奪
っ
て
綿
密
思
統
一
所
極
め
て
狭
L
未
だ
以
て
所
説
世
界
的
強
悶

ι居
却
す
に
足
ら
ず
、
再
度
の
大

定
L
且
つ
行
は
札
得
る
告
の
を
作
成
せ
ざ
る
可

-
m
bず
と
結
、
は
る
o

河
建
同
一
戦
を
制
似
て
市
、
世
界
忙
認
識
せ

b
宍
一
等
閣
の
随
一
放
に
刻
せ
し
め
ら
れ
た

土
防
泌
総
の
人
な
り
、
政
策
忙
綿
花
総
理
に
行
{
と
し
て
一
同
な
ち
ず
る
な
一
る
昔
世
界
的
一
等
践
と

L
て
は
命
ほ
三
個
の
依
執
る
る
を
認
む
る
を
以
て
、

{
博
士
巾
鈴
々
の
名
忘
る
人
組
。
次
代
阪
谷
芳
郎
男
は

1
日
本
は
未
だ
世
界
一
嵐
氏
は
防
樹
齢
を
欽
治

ι
進
ん
で
世
出
介
的
強
国
民
一
一
進
歩
後
民
せ

L
む
る
を
法

的
強
問
に
為
ち
~
ず
、
一
等
悶

tr-L
て
事
一
一
一
つ
の
鋭
猷
お
り
L
之脳同
L-大
演

説

怒

と

ι、
大
K
波
議
努
力
せ
ず
る
べ
か
ら
、
ず
英
同
制
回
二
大
場
誌
の
一
花
一
段
ふ

を
試
み
ち
れ
常
化
時
代
の
先
俊
者
之

L
て
、
経
世
家
と

L
て
、
閣
を
餐
ず
ぺ
与
、
ほ

る
マ
口
一
一
ー
の
如
、
与
し
国
"
の
両
日
活
wm
せ
り
o

関
口
一
暗
殺
一
個
人
章
一
悶
昔

A
慰
問
と
支
部
ナ
の
m
州
立
せ
ず
る
即
ち
H
疋
hro
り
。
墜
に
和
、
浪
、
詳
お
け
、
文

成
ゐ
蹴
に
於
て
は
湾
L
(是
れ
活
物
K
L
て
、
議
ま
ず
れ
ば
川
町
ア
沿
告
、
字
に
隊
、
女
字
、
俗
名
交
字
、

γ
ル
ハ
ベ
ッ
ト
ち
り
E

之
が
mm
に
悶
民
の
山
部
制
服

寸
浴
場
静
止
す
る
者
に
あ

b
ず
、
品
川
一
品
な
わ
滋
砲
に
依
り
常
に
向
上
町
授
は
獄
立
せ
、
ず
、
教
育
の
上
忙
母
非
常
の
降
答
切
り
、
関
よ
り
和
泉
、
談
撃
の

肢
の
訟
を
議
ぜ
ぎ
る
べ
か

b
ぎ
る
と
説
与
、
山
進
ん
で
、
人
間
の
生
命
は
三
投
開
民
的
性
絡
の
怒
一
礎
を
然
せ
る
ほ
…
明
白
な
る
李
賢
な
り
と
難
母
、
思
想
サ
ゲ
一
辺

氏
分
る
青
年
、
批
年

h

及
び
老
年
時
代
に
し
て
、
老
年
に
は
老
人
的
思
想
治
-
ひ
中
設
は
ず
実
字
の
胤
一
-mH苦
恕
な
る
銭
め
一
、
舷
忙
悶
民
の
教
育
の
よ
に
三
筒
年

の
焼
失
'
る
る
は
識
者
の
夙
に
認
む
る
一
所
な
り
悲
し
李
紛
の
ふ
一
日
比
認
さ
築
宍
を
金
な
る
場
合
に
於
て
慰
み
苧
分
に
計
謎
ず
パ
ミ
す
皆

K
B
bず
。

駿
ず
の
手
段
と
L
て
史
書
を
火
、
ミ
係
者
を
坑
忙
し
た
る
奈
の
始
皇
帝
の
奴
以
上
の
一
一
一
餓
駄
あ
り
之
を
詑
肱
L
て
￥
大
理
訟
を
抱

t
u青
年
の
念
務
な
り
?

に
倣
ひ
、
新
民
総
馬
学
を
以
て
閥
定
女
学

ι翁
ず
の
政
治
家
若
(
は
敬
育
家
一
殊

K
鹿
感
一
義
援
生
の
爺
務
な
り
正
信
ず
o

五
十
年
前
描
滋
先
生
は
今
日
の
日

造
内

J

ば
)
諜
L
窓
法
政
治
の
創
始
者
K
識
の
フ
、
ざ
る
侍
動
な

b
ん
o
第
ニ
の
溺
一
本
を
つ
(
り

L
K
亦
ず
や
諸
君
6
之
の
抱
負
あ
-bAざ
る
可
か
・
9
ず
o

と
殺
さ

鯨

は

一

去

り

設

き

来

る

‘

誌

に

箆

者

の

怒

と

一

式

ふ

可

L
O
組
側
呼
日
本
百
年
の
禁
先
と

&
兵
器
製
治
、
の
湖
立
せ
ず
る
是
な
り
。
政
府
之
主
似
て
は
幾
多
の
苦
心
を
一
平
和
と
を
8
た
b
ず
者
は
蛸
仏
抑
制
中
収
容
男
に
待
た
ず

L
て
諮
ぞ
。

問
調
せ
り
、
然
札
ど
韓
米
だ
完
成
の
域
忙
進
ま
ず

W
R
K
多
少
の
遺
憾
な
き
能
は
一
一
第
一
一
一
一
席
、
機
秘
的
人
物
の
み
多
(
存
す
る
今
の
世
K
‘
常
け
札
信
九
泌
を
設
斗

L

浩一さ

ず
る
な
り
、
欧
米
巡
艇
の
結
果
に
依
り
て
見
る
花
、
腕
別
表
於
け
る
戦
争
の
一
義
的
紛
糾
ぷ
ず
訟
苧
る
性
格
り
入
、
集
地
方
局
長
時

:b起
ち

勝
敗
は
脱
鳴
り
て
白
働
車
飛
行
機
の
数
の
多
叫
が
に
在
。
、
然
る
に
裁
図
に
於
て
、
て
「
他
方
控
泌
に
就
℃
し
と
題
し
、
図
・
刀
山
町
充
賓
溺
巡
り
、
進
吟
は
其
根
拡
を
深

は
M

仲
間
よ
り
材
料
の
供
給
を
仰
'
?
に
為
-bず
れ
ば
是
等
の
兵
器
を
制
民
治
ず
る
{
地
方
の
緩
燥
に
泣
か
ず
る
可
め
ち
'
ざ
る
患
の
な
れ
ば
‘
恭
氏
柳
知
的
方
恕

を
得
、
ず
、
軍
艦
大
砲
の
感
能
強
亦
た
然
る
の
み
な

b
ず
卒
時
記
於
て
皆
、
銭
械
に
干
L
陳
ぶ
る
一
附
渇
-b
ん
と
て
、
地
方
振
興
策
を
枇
滋
せ
h

フ
る
、
臼
(
、

に
腐
ず
る
工
業
の
・
進
歩
せ
ず
る
図
紅
、
到
底
悶
命
を
保
つ
能
川
帖

A

ざ
る
を
以
て
地
方
図
儲
の
財
政
時
・
叩
央
財
政
の
如
(
近
時
強
制
し
(
膨
脹
L
、
従
て
地
方
の

或
年
限
内
花
製
域
事
業
の
完
成
を
矧
せ
ざ
る
べ
恥
似
合
ず
る
な
り
。
更
に
第
二
の
借
金
の
如
、

J

二
億
五
六
千
路
樹
に
諮
一
せ
り
、
而
L
て
地
方
経
済
に
闘
し
余
の

特
に
世
人
の
留
訟
を
翠
ま
ん
と
す
る
替
の
時
、
ハ
一
V

地
方
政
簡
は
介
後
滋
育
、

勧
業
.
術
生
.
交
過
々
の
他
一
公
夫
的
設
備
hrm
河
ヲ
す
る
潟
市
難
多
の
政
殺
を
婆

ず
る
ζ

之
h

ハ
ニ
〉
地
方
の
産
業
は
低
利
な
る
賃
金
の
供
給
を
偽
る
飴
は
ず
る

が
然
め
桜
山
巡
の
遅
々
た
る
乙
と
h

(

一
ニ
〉
世
界
の
践
業
関
た
る
我
闘
に
於
て
小

泉
の
数
年
々
減
少
L
て
商
工
業
中
心
い
の
部
曾
的
勢
力
に
兼
併
せ
ら
る
=
の
事

費
日
記
な
り
、
此
松
守
口
ω
必
ず
ぺ
告
別
鼎
}
な
る
阪
凶
よ
り
生
、
♂
あ
替
の
に
事
会
ず

る
や
勿
論
な
り
と
縦
皆
v
-
Y↑
闘
の
大
祭
よ
り
見
て
決
議
の
保
護
、
産
業
の
波

法
‘
地
方
政
閣
の
溢
歩
を
助
長
せ
ず
る
べ
か

b
ざ
る
ζ

と
は
-
一
一
一
一
円
を
佼
た
ず
、
泣

時
決
定
し
た
る
郵
佼
貯
金
を
以
て
低
利
民
地
方
政
闘
に
貸
附
そ
翁
す
事
、
実

不
動
産
銀
行
設
立
問
題
の
如
吾
、
は
少
(
る
比
地
方
経
済
の
潟
認
を
践
し
、

回

号事

曾

詑

ヰ}:-

126、

ー

日
円
叫
哨
キ
ー
争

.. ，，e関
H
H
M

、，E
、

]27 

A

品
怒
消
の
樹
立
、
せ
ず
る
に
ち
り
。
日
本
は
外
僚
K
依
っ
て
財
政
経
消
を
雑

持
L
つ
h

あ
る
の
現
献
に
L
て
個
人
民

L
℃
事
候
務
あ
る
者
は
完
全
な
る
溺

立
を
保
つ
能
は
ざ
る
が
如
(
、
外
僚
を
緋
務

L
議
L
h
進
ん
で
償
淑
図
と
な

る
に
渇
b
、
ず
ん
ば
、
到
底
}
等
間
四
の
地
位
す
b
量
保
つ
、
パ
か
虫
、
ず
、
滋
ん
や
外

債
を
生
法
的
K
利
用
す
る
に
於
て
は
、
獄
米
雨
閣
の
如
〈
大
花
闘
力
を
波
浪

ず
る
と
と
を
得
、
八
き
は
勿
論
な
り
と
鋭
部
、
之
を
以
て
陸
海
銀
・
の
撚
張
費
に

充
賞
す
る
に
於
て
を
や
‘
然
る
に
抵
時
臨
海
軍
備
機
張
の
議
は
漸
(
高
ま
り

来
り
充
た
る
が
、
欧
米
の
政
治
家
の
言
へ
る
が
如
{
、
軍
備
の
誠
張
・
は
閥
家

の
存
じ
雄
一
訴
に
測
す
渇
問
題
K
L
て
、
金
銭
問
題
に
あ
b
、
ざ
れ
ば
岡
家
の
安

同

銀
e

曾
詑
一
事

t 

一一一ムハ

一
二
七
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回
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延
て
は
隠
家
的
政
策
の
一
一
切
と
L
て
.
欽
泌
す
ベ
ミ
す
告
の
な
る
を
一
信
ず
と
説
れ
.

と

1
0

も

'
ι
E

第
四
席
、
木
年
度
の
歳
計
と
題
し
脊
槻
大
政
次
官
は
、
理
財
撃
を
研
宛
せ
る

者
は
数
理
思
決
じ
、
之
に
趣
味
を
有
せ
ず
る
可
か
ら
ず
諸
君
K
兵・
L
て
比
の

資
総
あ
り
や
否
ゃ
を
余
は
今
試
験
せ
ん
と
欲
ず
之
柿
湖
、
今
、
つ
』
臼
{
、
此
は
問

題
に
非
ず
し
て
阪
に
事
授
と
な
り
、
世
間
K
熟
知
せ
ら
れ
居
る
告
の
な
る
が

比
巾
多
少
説
明
白
ぜ
試
む
べ
き
は
、
ム
歳
入
中
、
説
態
統
の
婚
牧
六
百
終
回
、
制
限

草
益
金
七
百
昔
前
闘
を
沼
如
L
た
る
が
h

一
一
昨
年
矯
枕
の
結
果
消
費
の
減
少
た

謀
総
L
柁
る
R
E
本
質
は
減
少
せ
ず
り
し
に
一
悶
り
新
忙
歳
入
花
組
入
れ
、
来

満
銭
刷
出
山
門
前
金
也
水
年
度
よ
り
三
百
五
十
高
一
倒
を
新
た
に
歳
入
に
・
加
へ
た
る
告

の
な
り

A
…
閥
税
改
正
の
結
果
四
十
四
年
度

a
p、
一
千
四
五
百
務
関
位
を
増

加
ず
べ
き
見
積
な
る
が
此
問
題
花
関
し
て
は
近
来
内
外
に
多
少
の
読
解
も
り
る

が
如

L
我
鴎
従
来
の
関
税
事
は
大
積
安
政
協
約
比
一
依
岬
心
不
縫
の
税
率

R
L
て

比
期
限
の
経
過
色
共
犯
我
が
税
額
を
恢
復
す
る
は
め
陶
然
の
世
帯
な
り
或
は
当
日
ふ

改
庇
関
税
率
は
す
附
告
に
失
ず
之
、
左
れ
ど
ウ
ん
を
従
来
の
関
定
税
率
民
一
比
ず
る

と
き
は
多

t
は
減
税
と
な
り
居
る
替
の
に
L
℃
改
正
率
之
雌
昔
、
之
を
欧
洲

の
闘
税
率
比
比
す
れ
ば
術
甚
だ
俗
部
・
た
る
な
り
。
A
歳
出
申
営
安
・
下
士
卒
の

矯
俸
は
み
一
鳩
山
〕
千
三
百
市
町
側
な
る
事
行
政
整
躍
に
依
り
五
百
八
十
世
間
闘
争
節

減
し
得
た
る
を
以
て
怒
川
円
一
橋
加
は
七
百
凶
十
一
路
聞
に
過
ν
ぎ
ず
ム
各
究
表
決
裂

は
外
交
問
十
寓
間
関
妨
千
一
一
一
百
高
間
‘
教
育
百
四
十
潟
閥
、
司
法
三
百
六
十

務
問
、
産
業
百
八
十
五
高
閲
‘
交
滋
二
百
一
一
マ
十
七
寓
閥
、
水
科
目
高
側
、
柘

獄
費
百
務
閥
、
理
蕃
間
賞
ハ
特
別
命
時
計
〉
一
一
一
百
六
諸
問
、
銭
滋
の
建
設
改
一
民
〈
同

上
〉
一
千
三
百
湾
問
奇
滑
加
し
た
り
、

A

吋
悶
依
償
還
の
錫
め
一
般
歳
入
&
り

な
る
器
の
な
{
下
女
等
を
伎
ひ
た
が
る
者
h
u
L
‘
活
れ
ど
.
殿
掛
け
お
る
皆
の

り
止
む
を
得
ず
奴
則
的
に
な
る
な
り
之
て
ニ
者
施
勝
止
の
紹
濯
を
迷
ぷ
J
一
、

四
伴
家
屈
は
堅
牢
な
れ
ど
昔
日
本
の
日
之
れ
忙
反
す
、
之
れ
日
本
と
西
洋
と

の
九
て
の
一
批
曾
叫
が
般
を
示
す
母
の
に

L
て
'
家
屋
の
脆
弱
一
は
総
て
の
路
一
弱
を
窓

挺
す
る
怖
の
な
り
一
ニ
、
日
本
の
多
{
の
都
曾
は
都
市
K
ち
ろ
、
ず
L
て
村
裕
の

集

会

り

而

L
て
議
機
関
な
き
時
K
U

審
議
K
そ

れ

や

雲

語

を
別
U

札
右
ず
る
事
之
な
る
可
き
な

u
今
日
の
東
京
U
犯
か
〉
る
叫
が
隙
K
B
P

回
、
四
鮮
の
家
の
構
造
は
錠
を
下
L
符
れ
ど

g
日
本
は
然
ち
¥
ず
h

扱
い
札
前
者

日
一
管
制
背
骨
骨
れ
ぎ
る
程
h
u
p
且
つ
西
・
昨
日
親
子
別
炉
ず
れ
ど
昔
日
本
は
総
て

拘
お
な
り
余
は
生
訴
に
は
表
基
ニ
約
五

J

る
を
宜
L
と
信
、
ず
、

E
快
一
線
を
振
M
W

れ
一
一
時
間
ゃ
に
一
旦
る
講
演
泣
曹
人
を
L
て
其
の
官
吹
き
を
使
え
が
ち
L
め
K
-
p
o

時
一
止
に
八
時
、
暮
色
は
品
悔
の
彼
方
よ
り
来
り
稲
北
側
山
に
ほ
老
泉
の
邸
時
}
樹

町
一
樹
よ
り
諮
{
日
時
金
{
義
れ
拠
。
之
れ
よ
り
談
物
資
競
艇
を
目
的
と
す
る

肌
抑
制
役
曾
日
例
の
如
(
東
洋
精
機
上
に
附
か
れ
た
り
、
楽
祭
下
村
局
長
を
始
め

と
1
鈴
田
塾
長
、
石
田
幹
事
も
及
び
誇
救
援
の
面
々
つ
ど
ひ
来
る
主
客
卓
を

跳
ん
で
座
定
ま
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茨
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縛
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潟
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